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分野 中核となる専攻等名 拠点プログラム名称 拠点リーダー名























































１．部 局 名　 大学院工学研究科
２．名　　称　 先端電池基礎講座
（Advanced battery research 
laboratory）







































































平成１９年度年間報酬等の総額 　 　 就任・退任の状況
前職
　 報酬（給与） 賞与 その他（内容） 就任 退任
法人の長
千円 千円 千円 千円




千円 千円 千円 千円




千円 千円 千円 千円





千円 千円 千円 千円





千円 千円 千円 千円
17,019 11,064 4,849 1,106 （都市手当） ※
Ｅ理事
千円 千円 千円 千円





千円 千円 千円 千円





千円 千円 千円 千円





千円 千円 千円 千円
13,438 8,736 3,829 873 （都市手当） 3 月 31 日 　
A 監事 
（非常勤）
千円 千円 千円 千円





区分 支給額（総額） 法人での在職期間 退職年月日 業績勘案率 摘　要 前職
法人の長 千円 年 月 該当者なし
理　事 千円 年 月 該当者なし








































人 歳 千円 千円 千円 千円
4,345 44.5 7,977 5,736 137 2,241 
事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円
1,170 42.7 6,046 4,410 153 1,636 
教育職種（大 学 教 員）
人 歳 千円 千円 千円 千円
2,533 46.9 9,475 6,769 142 2,706 
医療職種（病 院 医 師）
人 歳 千円 千円 千円 千円
該当者なし
医療職種（病院看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円
469 36.4 5,315 3,880 63 1,435 
医療職種（病院医療技術職員）
人 歳 千円 千円 千円 千円
141 41.4 5,992 4,363 137 1,629 
指定職種
人 歳 千円 千円 千円 千円
5 60.3 16,927 12,255 277 4,672 
技能・労務職種
人 歳 千円 千円 千円 千円








人 歳 千円 千円 千円 千円
395 37.8 4,665 3,655 79 1,010 
事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円
64 55.6 4,475 3,261 109 1,214 
教育職種（大 学 教 員）
人 歳 千円 千円 千円 千円
136 40 6,771 4,989 113 1,782 
医療職種（病 院 医 師）
人 歳 千円 千円 千円 千円
127 31 2,640 2,640 41 0 
医療職種（病院看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円
40 26 3,956 2,925 25 1,031 
医療職種（病院医療技術職員）
人 歳 千円 千円 千円 千円
21 27.9 3,997 3,008 105 989 
技能・労務職種
人 歳 千円 千円 千円 千円
2 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
教育職種（外国人教師等）
人 歳 千円 千円 千円 千円







人 歳 千円 千円 千円 千円
16 40.8 5,860 5,860 0 0 
事務・技術
人 歳 千円 千円 千円 千円
3 54.2 5,455 5,455 0 0 
教育職種（大 学 教 員）
人 歳 千円 千円 千円 千円
該当者なし
医療職種（病 院 医 師）
人 歳 千円 千円 千円 千円
13 37.7 5,954 5,954 0 0 
医療職種（病院看護師）
人 歳 千円 千円 千円 千円
該当者なし
医療職種（病院医療技術職員）
人 歳 千円 千円 千円 千円
該当者なし 989 
技能・労務職種
人 歳 千円 千円 千円 千円
該当者なし
教育職種（外国人教師等）
























































































































































































































専門員 課長 部長 部長 部長 部長
人員
（割合）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1,170 99 265 520 182 59 37 6 2 0 0
（8.5%）（22.6%）（44.4%）（15.6%） （5.0%） （3.2%） （0.5%） （0.2%） （0.0%） （0.0%）
年齢
（最高～最低）
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳









































助手 講師 准教授 教授 教授
人員
（割合）
人 人 人 人 人 人 人




歳 歳 歳 歳 歳 歳





























区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
標準的







人 人 人 人 人 人 人 人
469 5 340 79 43 2 0 0
（1.1%）（72.5%）（16.8%） （9.2%） （0.4%） （0.0%） （0.0%）
年齢
（最高～最低）
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳



















































45.7 ～ 31.7 43.8 ～ 30.1 43.5 ～ 30.9
（事務・技術職員）




















39.1 ～ 31.6 38.1 ～ 23.8 37.3 ～ 27.9
（医療職員（病院看護師））




















39.1 ～ 31.8 38.1 ～ 30.4 37.3 ～ 31.9
　④賞与（平成 19 年度）における査定部分の比率










































































千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
給与，報酬等支給総額（A） 40,946,686 42,046,289 △ 1,099,603 （△ 2.6） △ 2,402,693 （△ 5.5）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
退職手当支給額 （B） 5,097,743 4,567,681 530,062 （11.6） △ 216,591 （△ 4.1）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
非常勤役職員等給与 （C） 12,216,053 10,313,105 1,902,948 （18.5） 4,129,891 （51.1）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）
福利厚生費 （D） 6,118,017 6,271,062 △ 153,045 （△ 2.4） 47,144 （0.8）
最広義人件費
（A＋B＋C＋D）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）





















年　　　度 基準年度 （平成１７年度） 平成１８年度 平成１９年度
給与，報酬等支給総額 
（千円） ４４，１３４，０２７ ４２，０４６，２８９ ４０，９４６，６８６ 
人件費削減率 
（％） △ ４．７ △ ７．２
人件費削減率（補正値）



























































































































































































































































































































































































































































































































































６．申 込 締 切：平成２０年８月２９日（金）必着 
　　　　　　　　☆いただいた個人情報は当公開講座以外では使用いたしません。











　　基 調 講 演： 「科学者の倫理と行動規範」 京都大学名誉教授　　　　入倉　孝次郎





　　入 場 料 等：無料（当日直接ご参加いただいても構いませんが，出来る限り事前にお申込ください。）
　　問 合 せ 先：京都大学学生部学生課総務企画グループ
　　　　　　　　　TEL： ０７５－７５３－２５０６　FAX： ０７５－７５３－２５６７
　　　　　　　　　E-mail：rinri@www.adm.kyoto-u.ac.jp
お知らせ
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防災研究所附属流域災害研究センター潮岬風力実験所
（http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/̃rcfcd/frs/index.html）
　潮岬は本州最南端に位置し，過去には大きな被害を発生させた数多
くの台風が上陸，接近してきました。大きな被害を発生させた台風
５９１５号（１９５９年台風１５号：伊勢湾台風）が上陸したときには，京都大
学防災研究所の研究者によって潮岬灯台において強風観測が実施され
ました。潮岬はこのような強風の発生頻度が高く，強風の観測の適地
として恒常的な強風の観測実験施設が計画されました。当初は，串本
町から用地の貸与を受けて，観測室，給水設備，実験家屋が潮岬の台
地の上に建設されました。昭和４１年には専任職員が配置され，潮岬風
力実験所として防災研究所の附属施設に認められました。昭和４５年に
は測風塔を供えた研究室本館や２０００m2 の広さの野外実験場が完成し，
実際に強風を観測して構造の解明および強風中の構造物に対する作用
を測定することを目的とした観測施設として本格的な研究環境が整い
ました。平成１８年には電話回線を利用して KUINS への接続を実現し，現在は光ファイバーが敷設されて
高速通信が可能となりました。この回線を利用して，ライブカメラによって現地のようすや風向風速など
の気象資料をリアルタイムで宇治地区の研究室に送ることができるようになりました。
　以下にこれまでの研究成果の主なものを上げます。
（１）自然風の風速の変動の高周波数の乱流変動成分観測のために開発され
実用化された超音波風速温度計の野外における実験が，世界で初めて潮岬
風力実験所で実施されました。また，音響探査装置（ソーダー）の開発には，
初期の段階から関わり，その実用化に向けての野外実験を行ってきました。
この乱流計測機器を用いて，接地気層内の風速場の時空間的な構造，乱流
輸送過程などの研究が進められてきました。これらの計測機器による，こ
れまでの観測された最大瞬間風速は，台風９０１９号（１９９０年台風１９号）が紀伊
半島に上陸した平成２年９月１９日の５９．０ms-1 です。このような台風時の強
風だけでなく，潮岬では竜巻やダウンバーストなどのシビアローカルスト
ームのときには３０－４０ms-1，冬季の季節風や春一番などの低気圧の通過の
ときにも２０ ms-1 を越えるような強風がしばしば吹きます。
隔地施設
紹介
本館落成時 音波探査機開所当時の風速計
研究室本館
超音波風速計
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（２）建築物の複雑化，大型化にともない，構造物の耐風設計に際して，風加重
を定量的に的確に評価することが要求されてきました。このため，研究室本館
の窓ガラスや実験住宅の屋根を利用した，実物の建築物に対する風圧の観測が
実施され，さらに，簡単化した模型を使っての実験も行われました。また，都
市地域に高層建築物が数多く建てられ，巨大な橋梁が設計されるようになると，
その構造物の挙動は風環境に大きな影響を与えます。この影響の定量的な評価
は，実際に観測をすることがもっとも確実な方法です。東京ドームや高層構造
物などの大規模構造物の建設の際にも，観測資料を提供し大きな貢献をしてき
ました。
（３）強風災害の軽減ためには，台風や竜巻に伴う強風による被害の実態調査が
不可欠です。紀伊半島に上陸した台風９０１９号の強風災害の調査を始めとして，
数多くの被害調査を実施しました。また，潮岬では竜巻の発生も比較的多く，
過去に発生した４個の竜巻の被害調査を実施して，被害からの風速推定を行い
ました。これらの実績は最近の海外での気象災害調査に生かされています。
　教育面では，防災研究所の白浜
海象観測所と連携して，大学院生向けの「気象海象観測実習」，
全学共通科目のポケット・ゼミの「空を観る，海を観る，川
を観る」を実施しています。実験所での乱流観測実習のほか，
近くの潮岬測候所での地上観測や高層観測を見学体験できる
いい機会です。この「気象海象観測実習」は今年で１０年目を迎
えますが，年々参加する大学院生の数が増えて２０名以上の参
加があります。こ
れらの実習は合宿
形式で行われ，教
職員と学生の親睦をはかるよい機会になっています。
　この施設は，風に関する総合研究施設として我が国唯一のも
のであり，強風災害の軽減のための基礎資料を提供するのみな
らず，１９７８年にすでに潮岬における風力エネルギー推定を行う
など先駆的な研究を行い，今後も地球環境面での貢献も期待さ
れています。
連絡先
〒６４９－３５０２
和歌山県東牟婁郡串本町潮岬３３４９－１３４
TEL　０７３５－６２－０６９３
FAX　０７３５－６２－０６９３
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
アクセス
　・ 京都駅からＪＲ紀勢線串本下車，熊野交
通バス上野（うわの）下車，徒歩１０分。
　・ 近畿自動車道田辺インターで降りたのち，
国道４２号線から潮岬周遊道路を経由。
職員構成
教員（兼任）１人，
非常勤職員１人
潮岬測候所での高層観測実習
気象海像実習
自然風中の耐風模型実験
（ダフルスキン構造）
